
9月のブルーベリー農園その１ 

農園でのブルーベリーの実の摘み

取りは、今年は中旬でもまだ可能

だったが、台風 18.号が 17日に四

国の太平洋側を通過した影響で風

や雨となったため、ほぼ終わり。 

農業と福祉の連携でもある安芸の郷の 3つの事業所、福富町のしゃくな

げファームのブルーベリーの摘み取り研修の受け入れもたくさんの摘み

取りの成果を上げて、事故もなく無事 6日に終了した。 

 

 

まだ夏の香りが残る 9月 2日から。 

 

秋の香りが立ち込める 9月 16日のコスモスへ。どん

どん風景がうつろう。 

 

9月 2日（土）には安芸の郷で毎月 1回ボランティ

アとして利用者と一緒に働く活動をしている「フレ

ンドベリー」のグループの皆さんが摘み取りにお見

えになった。会員のお孫さんも初体験。摘み取りも

すぐ慣れた。 

 

 

摘み取りが終わって身づくろいで欠かせないのが靴

の裏の水洗い。園内の通路に落ちているブルーベリ

ーの実を踏むのでたわしでごしごしこすって落と

す。子どもたちには園主がお手伝い。 

 

9月 8日、ロンドンから来日した娘の大学の恩師ジャ

ッキー先生が教え子の長谷川さんとともに広島にお

いでになった。午後、安芸の郷の森の工房 AMAと第

2森の工房 AMA の 2つの建物と利用者の作業の様子

を見て頂いた。思ったより大きな規模だったよう

だ。型をプレスした段ボールを手でくり抜く作業で

はパリッパリッといい音がするので自分から作業体

験を申し出たりして利用者の笑顔を誘った。ここで

森の工房みみずくに通う息子とも再会。 

そのあと車で 70分かかる農園に案内した。ブルーベ

リー園が見渡しやすい山側の高台に移動して全体を

見ながら説明。このあと山側の農園のブルーベリー

を摘み取り食べてもらう。セミの抜け殻を見つけた

り「ジャパニーズハーブ」と称して赤チシャや山椒

の葉を紹介。どれも珍しそうだった。その後藁屋根

の上にトタンを覆っている母屋、蔵などを案内し日

本の農家のたたずまいを見、私たちの娘も子どもの



ころにこの地で毎年夏休みなどを過ごしたことも紹

介。みんなで田んぼの稲穂を近くによって見ながら

小麦との違いなどを話し合う。夕方安芸区の船越の

我が家でお好み焼きなどを食べてエンド。 

広島には 8日から 10日まで滞在された。9日には宮

島の見学のあと夕方、平和公園で再会し、いつも行

う碑めぐりの資料をもとに、学徒動員で被爆し行方

不明の私の姉のことなどを自分なりに 2時間かけて

説明、案内させて頂いた。私たち家族との記念写真

のときは、先生はドームや慰霊碑をバックにしない

場所に移動して撮影された。 

慰霊碑の碑文に主語がないことを補足すると、それ

でいいといわれる。先生の家族の中にもまた戦争の

犠牲者がいるので十分伝わるとのことだった。 

3日目の 10日はアニメ「この世界の片隅に」の舞台

の呉を 2人で見物される計画だったのでこれでお別

れ。 

6月にロンドンの大学に在学する娘の卒業制作展に家

族で行った際にジャッキー先生とお会いした。そし

て彼女の口から 9月には仕事があるので日本、中国

を訪問する予定だとおっしゃっていたが、その後娘

を介して広島に立ち寄ること、安芸の郷を見学した

いこと、との希望が出され再開が実現したもの。 

 

 

9月 2日にはもう稲刈りが始まる。 

 

台風 18号が広島県に来そうなので夏中張っていたテ

ントを片づける。（9月 16日） 

 

その作業の最中テントの屋根にアマガエルが。農園

で作業しているといつもどこかで生き物に思いがけ

なく出会う。 

 

9月 2日の白い女郎花。まだ蕾。 

 

 
9.月 16日には開花。 
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